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ＵＳＢスレーブユニット１ 

取扱説明書          初版 ２００８．０３.０９ 

      

ＵＳＢＳＬＶ１                           有限会社 ビーリバーエレクトロニクス 

 

■概要 
本製品は弊社ＣＰＵボード（ＢＣＨ８３０４８ＯＮＥ、ＢＣＨ８３０５２、ＢＣＨ８ＳＸ１６５３、ＢＣＨ８ＳＸ１６５７、

ＢＣＳＨ７０２６等）のＳＩＯに接続し、ＵＳＢスレーブとして使用するボードです。ＣＰＵボード側からはＳＩＯ制御プログ

ラムでＵＳＢ入出力を制御できます。パソコン等ホストからはデバイスドライバをダウンロード、インストゥールすることによ

りＳＩＯまたはダイレクト制御プログラムで制御できます。＋３．３Ｖ、＋５Ｖ両電源対応です。 

■特徴 
ａ）ＦＴＤＩ社 ＦＴ２３２ＲＬを使用 

ｂ）電源ＯＮ ＬＥＤ、ＴＸＤ ＬＥＤ、ＲＸＤ ＬＥＤ実装により通信が目視できます。 

ｃ）ＣＰＵボードとの接続は配線４本のみ。ハーネスは添付しています。 

ｄ）ＣＰＵボードがＶＣＣ＝＋５Ｖの場合、ＵＳＢバスパワーをＣＰＵ側に使用することも可能です。 

ｅ）パソコン側サンプルソフトダウンロードできます。 

■製品構成 
基板     １枚 

ハーネス     １個 

本取扱説明書   １部 

パスワードのご通知   １部（会員サイト ソフトダウンロード先のパスワード） 

 

■外形寸法、電源 
基板サイズ ２９×３１ｍｍ 、３７×３１（ＵＳＢコネクタ突起部含む）   

電源は＋５Ｖまたは３．３Ｖ ５０ｍＡ以下。ＣＰＵボードと同一のものを供給できます。 

 

 
 

■使用方法 

ａ）使用前準備 
基板には４ピンコネクタ Ｂ４Ｂ－ＥＨ－Ａ（ＪＳＴ）が実装されています。添付のハーネスを電源、ＧＮＤ、ＴＸＤ、ＲＸ

Ｄに接続します。接続の方法は「接続例」を参照願います。 

 

ｂ）ＵＳＢデバイスドライバのダウンロード 
 ＦＴＤＩ社のサイトよりデバイスドライバをダウンロードします。デバイスドライバはＶirtual COM Port (VCP) drivers 
and direct (D2XX) drivers. があります。仮想ＣＯＭポートとダイレクトドライバです。Windows側でＣＯＭポート
プログラムを動作させる場合、仮想ＣＯＭポート、直接操作する場合、ダイレクトドライバをダウンロードします。 
 
例として仮想ＣＯＭポートドライバは以下のサイトよりダウンロードします。 
http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm 
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ｃ）ＵＳＢケーブル（Ａ－Ｂタイプ、ミニはＮＧ、同封しておりません）で本ボードとパソコンＵＳＢポートを接

続します 
 パソコンに「新しいハードウエアが見つかりました」等表示されますので、ウイザードに従い、先ほどダウンロ

ードしたドライバをインストゥールしてください。環境により２回繰り返す必要があります。 
 
ｄ）弊社の会員サイトから USB_SLAVE(仮想ＣＯＭポートドライバ用パソコン側ソフト usbck.exe、ＣＰＵボード
側ソフト等が圧縮されています）のサンプルをダウンロードし、テストします。H83048.3052,H8SX1653,SH7206
用があります。 

 

■ＣＰＵボード別注意点 

 

ＣＰＵボード別に基板改造の必要があります。 

ＣＰＵボード 改造、注意点 

ＢＣＨ８３０４８ＯＮＥ、 

ＢＣＨ８３０５２ 

抵抗Ｒ１０を半田こてで熱し、基板よりはずしてくださ

い。 

ＢＣＨ８３０４８Ｋ５ 

ＢＣＨ８３０４８Ｋ３３ 

ＪＰ２をニッパー等でカットしてください。 

ＢＣＨ８ＳＸ１６５３ 

ＢＣＨ８ＳＸ１６５７ 

ＢＣＳＨ７２０６ 

改造はありません。 

 

※ＢＣＨ８３６７２はＳＩＯが１個しかなく、フラッシュＲＯＭ書き換えに専有されていますので、本製品を接続

することはできません。 

※例にあるＳＩＯ以外でも接続、使用することはできます。 

※１台のＣＰＵボードにＳＩＯが複数ある場合（ＢＣＨ８ＳＸ１６５３等）、その分、ＵＳＢＳＬＶ１を複数接続す

ることも可能です。 

※ＵＳＢＳＬＶ１を使用してＣＰＵボードのフラッシュＲＯＭを書き換えることはできません。 

 

■ＵＳＢバスパワーを使用する 

 

 ＵＳＢ端子からは５Ｖ、５００ｍＡ程度の電源を外部に供給することが可能です。これを例えば弊社の５Ｖ系電

源マイコンに供給し、動作させることができます。別に電源を別に用意しなくても、パソコンがあればマイコンを

動作させることが可能になりますので、メリットはあります。 

 

 
バスパワーを使用する場合、ＪＰ１をジャンパー線を半田つけしてショートしてください。（回路図ご参照。出荷時

オープン） 

 

※トータルで５００ｍＡを超える負荷には対応できませんので、ご注意願います。 

※３．３Ｖ系ＣＰＵボードには使用できませんので、ご注意願います。 

 

■ＣＰＵボード側サンプルプログラム 

 BCH83052 ボードの SIO0 に USBSLV1 を接続し、動作させた場合のサンプルプログラムです。開発セットに添

付される SIO.h ヘッダがそのまま使えます。USB から１文字受信＝char_in0()；1 文字送信＝char_out0();で

簡単にできることが確認できると思います。 
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/* 

USB_SLAVE テスト 

CPU ボード+USB スレーブとパソコン間を USB で接続し、1文字送信、1文字受信（エコーバック）します。 

 

１．usbck.exe を動作させます。 

２．USB スレーブ基板が割り当てられた COM 番号に usbck の COM を合わせます。詳しい合わせ方は弊社ホーム

ページ「COM 番号を調べる、、」をご参照ください。下記アドレスです。 

http://beriver.co.jp/hew.html#down 

 

３．送信は usbck の画面上のキーボードをクリックします。正常であればパソコンのホスト USB を経由してス

レーブ USB で受信され、マイコンボード SIO で受信され、マイコンボードがそのまま SIO に返信します。スレ

ーブ USB はそれをマスターUSB に返信します。マスターで受信された文字は usbck ビューに表示されます。 

2008.3.8 

 

*/ 

 

#include "h8_300h.h" 

#include "SIO.h" 

 

/* 関数 */ 

 

void test_sio0(void); 

 

int main(void) 

{ 

 

unsigned char cf; 

 

 SIO_init();   //SIO 38400bps 

 

//SIO0 CK 

 

 char_out1('H'); 

 char_out1('8'); 

 char_out1('_'); 

 char_out1('3'); 

 char_out1('0'); 

 char_out1('0'); 

 

 char_out1(0x0d); 

  

 char_out1('U'); 

 char_out1('S'); 

 char_out1('B'); 

 char_out1(' '); 

 

 char_out1('T'); 

 char_out1('E'); 

 char_out1('S'); 

 char_out1('T'); 

 

 test_sio0(); 

} 
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/* subroutins */ 

 

 

void test_sio0(void) 

{ 

 while(1) 

 { 

  char_out0(char_in0()); 

 } 

} 

 

■使用上のご注意 
 環境の悪いところ（ﾉｲｽﾞ、油、ほこり、塵、高温）での使用はお止め下さい。 

■お問い合わせ 

ＵＳＢＳＬＶ１ボード についてのお問い合わせは以下にお願い致します。 

お問い合わせ内容 会社名 電話番号 ＦＡＸ番号 

開発、販売、カス

タム対応 

有限会社ビーリバーエレクトロニ

クス 

０４２－９８５－６９８２ ０４２－９８５－６７２０ 

販売代理店、部品 サンデン商事株式会社（担当：譜久

山 ふくやま） 

０３－５８１８－７７５１ ０３－５８１８－６６３０ 

各会社のホームページ、住所、他 

会社名 ホームページ（メールアドレス） 住所 他 

有限会社ビーリバ

ーエレクトロニク

ス 

 

http://beriver.co.jp/ 

〒３５０－１２１３ 

埼玉県日高市高萩１１４

１-１ 

ハードウエア設計、製造元 

サンデン商事株式

会社    

http://www.sandenshoji.co.jp 

 

 

〒１０１－００２１    

東京都千代田区外神田６

－１２－３ ビックウエ

ストビル３号館４Ｆ 

秋葉原地区代理店、各種部

品、ハーネスアッシーなど

販売 

 


